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メータの国産化が進み（明治 37年 : 1904年 )､ 改正度量衡法施行 ( 190
なり、最初の検定実施 (大正 5年 : 1916年 )と成った。その後国際化対


























10リットル型では液位変動約  0 .4  (%/mm)の誤差が明らかにされて
度と誤差の関係は､計量ドラムと筐体の膨張と収縮が相殺されるた
度変化の影響誤差は 0.06  (%/℃ )  と意外に小い値に留っていること
更に温度特性検証実験では。前述数値の検証も得られて、これら実
不確かさを数値化する知見が得られている。  







































る。更に、プラスチックス (p las t ics )利用の軽量化ドラムの場合には、ガス微小





検定方法など調査研究報告書 (1998年 3月､133~153頁に記載 )｣に公表の通り、高
精度湿式メータ基準器の提案が取り上げられ、多くの精密計測部品を搭載した音
速ノズル標準器に比較して、要求精度に近い数値を満足するだけでなく、提供価
格も  1 /20  以下を可能とした。本開発の成果は、湿式ガスメータの性能と精度に
関する疑義を払拭する決定打となり、併せて新計量法適合も確認されたのである｡ 
 









している。この結果から､ 計量法 ( 1979年 )に示された補正係数が初めて検証され、
水封式湿式ガスメータの測定精度向上に繋がり、常温下では約  2 .7% の誤差を
解消し水封式標準器の採用が可能とされた。  
 
 第9章は計量ドラム模擬実験装置による、数値解析結果 (第 4章 )を基に具体化し
た、微小流量湿式基準器の開発について述べている。計量ドラム隔室数を、 4室
   2 
 から 5室へ増大すると､ 湿式ガスメータの回転ゆらぎが大きく低減することを観
測、他にソフト面から開発した  ゆらぎ防止装置 [pulse- l inear izer (脈流平滑機 ) ]
を開発し、本器に搭載すると、相乗効果によるゆらぎ誤差の低減ができる現象を
発見した。湿式ガスメータの短所を補って、計測精度向上と計測時間短縮が可能
と成った。国際法定計量機構 (OIML規格 )が求める微小流量計測値の範囲 ( 1～ 300 
L/h )､に適合させる  高精度微小流量湿式基準器が開発できた。脈流平滑機より従
来の 4室ドラム型湿式ガスメータに搭載して｢ゆらぎ｣低減効果と計測時間短縮可
能と成ることが確認できた｡なお、第 4章および  第 7,8 ,9章に記述成果は、 (財 )産
業技術総合研究所  流量計測部門  高本科長らとの共同研究成果であり、経済産業
省  (特 )中小企業総合事業団からの委託開発 (平成 11~13年度 )の実施内容 (研究報




る 。 具 体 的 に は 音 速 ノ ズ ル 標 準 器 に 代 替 可 能 な 実 用 標 準 器 (work ing s tandard  
meter )を目指して、最新の計量技術とセンサー技術を併せた開発改良の成果か
ら、「標準不確かさ」が  0 .12~0.16% と成り、音速ノズルに略々匹敵する同等
の高精度が得られている。また､体積どうしの比較 ( vo lume to  vo lume)の場合は







検 証 、 湿 式 ガ ス メ ー タ が 音 速 ノ ズ ル 標 準 器 や 標 準 タ ン ク [ベ ル プ ル ー バ (be l l      
prover )など ]同様の高い｢不確かさ｣精度が幸いにも検証できた。この結果は、今
後湿式ガスメータが毎時  30ｍ 3  以下の小流量領域での新計量法適合  流量標準供
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